
植　翠　園

（　対象期間　：　2021年10月～2022年9月　）

第９版

発行日　：　２０２３年　３月　２０日

　有限会社

環境活動レポート



　経　営　理　念

わが社は、『創意・誠意・熱意』を企業の経営理念としています

　環　境　理　念

近年、私たちの周りでは様々な異常気象や大きな災害が頻発しています。

有限会社　植翠園は、造園建設業の事業活動において、ヒートアイランド現象への対策や

都市景観の改善等、環境負荷の低減を図ることを通じて地球環境の問題に取り組み

会社一丸となって継続的改善に取り組み、環境保全を目指します。

　行　動　指　針

1.　造園緑化活動により二酸化炭素吸収量の増加に努めます

　　（幹周50ｃｍの落葉高木が一日に吸収する二酸化炭素の量は、人間一人が一日に吐き出す

　　 二酸化炭素の量と同等である事を考慮して緑化活動に生かしていく）

2.　二酸化炭素排出量を削減するために、電気使用量・化石燃料使用量の削減に取り組みます

3.　廃棄物排出量を削減し、また再生資源化を推進します

4.　総排水量の削減に努め、水資源を大切に有効活用します

5.　化学物質は極力使用せず、依頼者から要請のあった場合にのみ都度購入し

　　また使用する際は低毒で安全性の高いものを用い、適正管理に努めます

6.　自然環境保全のために環境対策を考慮した施工に取り組みます

7.　環境に関連する法律・条例を遵守し、地域社会に貢献します

8.　環境方針を全従業員に周知徹底し、環境保全意識を高めます

制定日　　平成26年12月24日

改訂日　　令和　2年　4月11日

　　　有限会社　植　翠　園

　　　　代表取締役　野村幸史

環 境 方 針
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① 　名称及び代表者名

　有限会社　植　翠　園

代表取締役　野村幸史

② 　所在地

　熊本県熊本市東区平山町３２０２番地

③ 　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　責任者 　　　　野村　幸史　（代表取締役）

　担当者　 　　　　山口　美代　（事務）

　連絡先 TEL　（096）380-2568　　FAX　（096）389-6505

④ 　事業内容

　建設業：造園土木工事の設計・施工・管理、及び緑化事業・緑地等管理業務

⑤ 　事業の規模

　資本金　　　　　1000万円

　従業員数　　　　　　　9名

　売上高　　　　　114,789千円（R４期）

　事務所延床面積　　40.94㎡

　保有車両　　　9台

　　（ユニック車、ダンプ、パッカー、軽トラック3台、軽貨物2台、営業車2台）

⑥ 　事業年度　　　10月1日　～　翌　9月30日

⑦ 　取組の対象範囲

　全組織・全活動

組 織 の 概 要
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☆ 関係者全員が活動に協力する。

環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚し

自主的・積極的に環境活動へ参加する。

・環境経営システムを構築、運営、維持、その状況を報告する

・外部からの苦情等の受付

・現場責任者への指示、指導

・EA21関連文書及び記録の分析、維持、管理

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境方針の策定及び全従業員への周知

・環境管理責任者の任命

・環境経営に必要な資源（人材・設備・費用・情報）の確保

・各部門の役割に対し遂行するための責任を有する

・各部門の問題点の発見、是正、予防措置

代表者

環境管理責任者

事務局

現場責任者

部門長 ・各部門における環境活動の実施、管理、報告

・環境管理責任者の補佐

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境関連文書、記録の作成、管理

・環境関連の外部コミュニケーション窓口

・環境活動レポートの作成、管理

・各部門の統括

・代表者による全体の評価・承認及び見直し

・環境活動レポートの確認と承認

代表取締役 野村 幸史

環境管理責任者 野村 幸史（兼務）

事務局 山口 美代

現場責任者 坂本 和朗 各部門長 従業員

環境取組体制図

総括補佐 会長 野村 幸孝
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2020年度 2021年度 2022年度

(10月～9月) (10月～9月) (10月～9月)

全体（絶対値） 売上100万円当り -1% -2% -3%

41,371.63 40,953.73 40,535.84

CO₂排出係数0.347使用 413.72 409.54 405.36

電気使用量の削減 kg－CO2 2,536.92 25.37 25.12 24.86 24.61

kWh 7,311.00 73.11 72.38 71.65 70.92

ガソリン使用量の削減 kg－CO2 14,677.36 146.77 145.31 143.84 142.37

ℓ 6,326.45 63.26 62.63 62.00 61.37

軽油使用量の削減 kg－CO2 24,425.84 244.26 241.82 239.37 236.93

ℓ 9,467.38 94.67 93.73 92.78 91.83

灯油使用量の削減 kg－CO2 149.40 1.49 1.48 1.46 2.98

ℓ 60.00 0.60 0.59 0.59 1.00

％ 啓発推進 啓発推進 啓発推進 啓発推進

％ 100 100 100 100 100

  100%維持

㎥ 121.0 1.21 1.20 1.19 1.17

－ 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

（適正管理）

回 2 2 2 2

（年２回、不定期）

※目標は売上100万円当りの算出である。

※１．二酸化炭素量の削減項目の目標値のみ、全体（絶対値）：上段、原単価：下段に記載する。

※LPG使用量は微量につき記載しない。

※目標値設定に際して、調整排出係数2019年度九州電力のCO₂調整排出係数0.347を使用する。

※灯油については使用場所が増えたことから目標値も変更する。

目　　　標　※

　1.　二酸化炭素排出量の削減
kg－CO2 41,789.52 417.90

　3.　一般・産業廃棄物リサイクル率

　4.　水使用量の削減

　5.　化学物質の管理

　6.　社会貢献・清掃活動の実施

2019年度
（10月～9月）

　項　目 年　度
基　　　準

　2.　緑を増やすための啓発活動

短・中・長期環境目標
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2022年度 2023年度 2024年度

(10月～9月) (10月～9月) (10月～9月)

全体（絶対値） 売上100万円当り -3% -4% -5%

40,535.84 40,117.94 39,700.05

CO₂排出係数0.347使用 405.36 401.18 397.00

電気使用量の削減 kg－CO2 2,536.92 25.37 24.61 24.35 24.10

kWh 7,311.00 73.11 70.92 70.19 69.45

ガソリン使用量の削減 kg－CO2 14,677.36 146.77 142.37 140.90 139.43

ℓ 6,326.45 63.26 61.37 60.73 60.10

軽油使用量の削減 kg－CO2 24,425.84 244.26 236.93 234.49 232.05

ℓ 9,467.38 94.67 91.83 90.89 89.94

灯油使用量の削減 kg－CO2 149.40 1.49 2.98 2.95 2.92

ℓ 60.00 0.60 1.00 0.99 0.98

％ 啓発推進 啓発推進 啓発推進 啓発推進

％ 100 100 100 100 100

  100%維持

㎥ 121.0 1.21 1.17 1.16 1.15

－ 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

（適正管理）

回 2 2 2 2

（年２回、不定期）

※目標は売上100万円当りの算出である。

※１．二酸化炭素量の削減項目の目標値のみ、全体（絶対値）：上段、原単価：下段に記載する。

※LPG使用量は微量につき記載しない。

※目標値設定に際して、調整排出係数2019年度九州電力のCO₂調整排出係数0.347を使用する。

※灯油については使用場所が増えたことから目標値も変更する。

　1.　二酸化炭素排出量の削減
kg－CO2 41,789.52 417.90

2019年度
（10月～9月）

　項　目 年　度
基　　　準 目　　　標　※

　2.　緑を増やすための啓発活動

　3.　一般・産業廃棄物リサイクル率

　4.　水使用量の削減

　5.　化学物質の管理

　6.　社会貢献・清掃活動の実施

短・中・長期環境目標
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※全体量（絶対値）と売上100万円当りを記載してそれぞれにおいて比較する。

全体（絶対値） 売上100万円当り 全体（絶対値） 売上100万円当り 全体（絶対値） 売上100万円当り

kg-CO2 41,789.52 417.90 40,640.78 410.55 39,357.95 342.24 103% 120%

電気使用量の削減 kg-CO2 2,536.92 25.37 2,460.81 24.86 3,443.22 29.94

ｋWｈ 7,311.00 73.11 7,091.67 71.65 9,306.00 80.92

ガソリン使用量の削減 kg-CO2 14,677.36 146.77 14,237.04 143.84 15,041.79 130.80

L 6,326.45 63.26 6,136.66 62.00 6,483.53 56.38

軽油使用量の削減 kg-CO2 24,425.84 244.26 23,693.07 239.37 20,469.57 178.00

L 9,467.38 94.67 9,183.36 92.78 7,933.94 68.99

灯油使用量の削減 kg-CO2 149.40 1.49 249.86 2.48 403.38 3.51

L 60.00 0.60 100.34 1.00 162.00 1.41

－ 啓発推進 啓発推進 啓発推進 啓発推進 ◎ ◎ ◎ ◎

％ 100 100 100 100 100 100 100 100

  100%維持

㎥ 121 1.21 119 1.20 165 1.43 72% 83%

－ 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 ◎ ◎ ◎ ◎

（適正管理）

回 2 2 2 2 2 2 2 2

（年２回、不定期）

※基準値・目標値・実績値ともに、調整排出係数2020年度九州電力のCO₂調整排出係数0.370を使用する。

※2022年度完成工事高は115（百万円）で計算する。

目標達成率

71.5% 83%

95% 110%

　4.　水使用量の削減

実　　　績

134%

62% 71%

売上
100万当

2022年度

(10月～9月)

　6.　社会貢献・清掃活動の実施

全体
（絶対値）

2019年度
（10月～9月）

　項　目 年　度

116%

　1.　二酸化炭素排出量の削減

　2.　緑を増やすための啓発活動

　5.　化学物質の管理

基　　　準

2022年度

(10月～9月)

目　　標（－3％）

　3.　一般・産業廃棄物リサイクル率

環境目標及びその実績
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評価：◎うまくいった　○大体予定通り　△やや足りなかった　×出来なかった

実施状況 結果

（責任者　：　野村　幸史）

◎

◎

○

○

◎

○

（責任者　：　有島　昭雄）

○

◎

◎

◎

（責任者　：　山口　美代）

△ 冬の時期の事務所残業増
加。

（責任者　：　野村　幸孝）

△

◎

（責任者　：　山口　美代）

○

◎

◎

（責任者　：　坂本　和朗）

◎ 分別徹底を継続する。

（責任者　：　佐藤　勇一）

◎

○

◎

（責任者　：　坂本　和朗）

◎

◎

○

◎

（責任者　：　野村　幸孝）

◎ 実施した。

節水表示の徹底

潅水の効率化

取組計画

灯油使用量の削減

空調機フィルターの定期的清掃（年1回　5月）

節電表示の徹底

ガソリン・軽油使用量の削減

アイドリングストップの推進

急加速・急発進の防止

タイヤ空気圧チェック

電気使用量の削減

不在時の消灯

使用時以外のトイレ等の消灯

OA機器の退社時の電源オフ

空調温度の適正化（夏24℃冬27℃）

不要な積荷の積載禁止

終業15分前のOFF

節水の推進

緑を増やすための啓発活動

植樹ボランティアの実施

外部に向けた樹木保護の提案

一般廃棄物排出量の削減

社内情報のペーパーレス化（掲示等の活用）

両面コピー・裏紙使用の徹底

水使用量の削減

ゴミの分別徹底

リサイクル率100％の維持

産業廃棄物リサイクル

化学物質管理

基本使用せず依頼により適切に購入する

MSDSの入手

社会貢献・清掃活動

地域清掃活動の実施

保管薬品在庫管理表の作成、管理の徹底

保管庫の整理整頓、施錠の徹底

体感的に快適な室温にするた
め設定温度の見直しを行っ
た。換気扇や窓の開閉による
換気を行うため、前期同様エ
アコンの使用量が増える結果
となってしまったが、適正使用
の範囲内と考える。

車両の増車に伴い、ガソリン
使用量が増加するので、日頃
のタイヤ空気圧チェックや積
載物の管理に気を配った。

発注者より資料提出の依頼が多
くあり、印刷物が増加したと考え
られる。用紙を多く使用したが、
裏紙としてすべて活用している。

夏場の灌水や消毒に使用する
以外は節水が出来ている。

適正な購入・使用が出来てい
る。在庫をなるべく持たず、計
画通りの使用を徹底する。

緑化フェア開催に伴い、団体を通して
植樹・花苗植付を行い、緑化の魅力
をアピール出来た。

環境活動計画の取組と結果
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●2021年10月～2022年9月の環境活動の取組についての評価

１．二酸化炭素排出量削減

　　1-1．電気使用量については、換気のため窓を開けたり換気扇をつけているので、

　　　　　 エアコンの温度設定を体感的に効率よく作業が出来るように見直した。

　　　　　 結果、使用量自体は増えているが、業務に支障をきたさない程度の削減に努めていきたい。

　　1-2．ガソリン使用量については、作業車（ガソリン車）の増車に伴うものと考える。

　　1-3．軽油使用量削減については、工事高と比例して使用回数が減少したものと考える。。

　　1-4．灯油使用量増加については、前期同様2ヶ所の使用によるものである。

　　以上により、全体での目標達成率は絶対値で103％、原単価においては120％である。

2．緑を増やすための啓発運動については、熊本市にて緑化フェアが開催された関係で

　　大変多くの方に街中や住宅で緑と触れる機会を持っていただき、大きなアピールになった。

3．一般・産業廃棄物リサイクル率

　　一般廃棄物、産業廃棄物のリサイクル率は１００％であった。

　　今後も維持に努める。

4．化学物質の管理

　　社長の方針の通り、依頼のあった場合のみ使用し、購入する際も低毒で安全性の高いものを用いた。

    やむを得ず保管する場合は転倒漏洩防止等の適正管理に努め、在庫管理表による記録を継続する。

5．水使用量の削減

　　夏場の灌水や消毒での使用が例年より遅れる傾向にあったため、請求月で考えると

　　夏から秋にかけての使用が例年より増えているが、全体で考えると業務以外での節水は大体出来ている。

6．社会貢献・清掃活動の実施

　　目標である年2回の実施を達成出来た。

●次年度の取組

　　エアコンの清掃を年2回にする。

　　不必要な電源等を改めてチェックする。

　　ガソリン・軽油使用量は急発進・急ブレーキ等の基本的な対策を見直す。

環境活動計画の取組の評価と次年度の取組
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当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

該当する設備・項目 遵守状況
建設資材（コンクリート・アスファルト）のリサイクル ○
リサイクル資材（コンクリート・アスファルト）の活用 ○
一般廃棄物（樹木・草類） ○
産業廃棄物（コンクリート・アスファルト） ○
自社運搬（収集運搬） ○

消防訓練実施 ○
薬品保管（転倒防止・漏洩防止） ○

環境関連法規制等の遵守状況の評価、環境関連法規制等は遵守されていました。
また、違反・訴訟・苦情等もこれまでありませんでした。

① 寒すぎたり暑すぎたりと、体感的に過ごしにくいと感じるようであれば
業務に支障をきたさない程度の室温管理は必要であり、今回のエアコン設定温度見直しは
適当であったと考えるが、今後も終業15分前にはOFFにするなどの努力は継続する。
ガソリン・軽油・灯油の使用に関しては基本の見直しを社全体で行う。

② 一般・産業廃棄物のリサイクルについては、100％実施出来ているので、今後も進める。

③ 水使用については、これまで通り節水に努める。

④ 化学物質の管理については、今後も適正な購入・使用を徹底する。
年度初めの計画通りに購入し、その都度使用量を管理しながら使い切る事とする。

⑤ 社会貢献として、清掃活動はこれまで通り年2回実施する。

⑥ 環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画、実施体制は変更しない。
（取組ごとの責任者変更あり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《評価・見直しの実施日》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　５年　３月　１５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　野村幸史

毒物及び劇薬取締法 農薬の品質の適正化、安全かつ適正な使用の確保 ○

○

○

○低振動重機（リース）の使用

健康診断の実施

農薬取締法 ○

低騒音重機（リース）の使用

農薬の品質の適正化、安全かつ適正な使用の確保

廃棄物処理法

労働安全衛生法

適用される法規制

建設リサイクル法

消防法

騒音規制法

振動規制法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反・訴訟の有無

代表者による全体の評価と見直し

8



　　　　　***　表紙の写真　***

★全国都市緑化フェアは、国民ひとり一人が緑の大切さを認識するとともに、

緑を守り、愉しめる知識を深め、緑がもたらす快適で豊かな暮らしがある街づくりを進めるための

普及啓発事業として、昭和58年(1983年)から毎年、全国各地で開催されている花と緑の祭典です。

★『森と水の都くまもとで花と生きる幸せをつむごう』をテーマに

メイン会場3か所、パートナー会場も県内各地に設けられ盛大に開催されました。

今回私共はメインエリア（街なかエリア・水辺エリア・まち山エリア）全てにおいて

この花とみどりの博覧会を盛り上げるため、造園協会を通じて

花苗植付管理、庭の展示、会場整備、清掃等のボランティアに携わらせていただきました。

写真の庭は、水辺エリアに展示しました庭になります。

『離れの日常で家族が思い思いに』と題して、家族で過ごすおうち時間に特別感を添える

お庭時間を過ごしていただきたいと思い作庭しました。

コロナ禍で外に出る機会が減る中でも、自宅の庭で植物の変化に季節を感じ

それが人々の癒しになり、そこから植物がもたらす豊かな街づくりにつながっていきます。

個人の庭だけではなく、公共の場所にもより緑が広がるよう

緑を増やす努力と適切な管理を今後も全社で取り組んでまいります。

有限会社

第38回全国都市緑化くまもと緑化フェア

E-mail ： nomura55@agate.plala.or.jp
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